
（別紙３）

～ 2024　年　11　月　　25　日

（対象者数） 17 （回答者数） 16

～ 2024　年　10　月　　30　日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
スタッフ間での連携をとり、細かな事でも情報共有や声かけ

を意識している

2
困っている時も信頼関係が出来ているので指示も入りやすい

距離感を意識して友達感覚にならないようにしている

3
個別支援計画書の見直し時、本人の状態や保護者様のご意見

を参考に最善の課題を提案し、無理のないよう行っている

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・状況に応じて落ち着ける空間が欲しい（気持ちを落ち着か

せたい時、個人課題をする時）

・パーテーションなどを上手く使い落ち着けるスペースを増

やしていきたい

2
床にはジョイントマットの設置、角となる部分にはクッショ

ン材を取り付けている

○事業所名 キッズタウンあざみ野

○保護者評価実施期間
2024　年　10　月　1　日

○保護者評価有効回答数

2024　年　10　月　1　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年　11月　15　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

マンションでワンフロアのため部屋数が少ない 部屋数に限りがある

完全にバリアフリー化できない 賃貸のため工事をするのは難しい

ワンフロアのため遠くにいても目が届きやすい

近くにいても「気づかなった」がないようにスタッフの身体の

向きに注意をしている

利用年数が長い子どもが多くいる
スタッフとも一緒にいる年数が長いため、ちょっとした変化も

気づきやすい

個人課題の豊富さ 課題のレパートリーが増えるようにアイテムの購入や作成

事業所における自己評価総括表 公表 


